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骨格系細胞による組織修復と疲弊に
よる生体恒常性の維持と限界
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本セミナーはリカレント教育認定です。

講演要旨

超高齢社会のわが国では、健康寿命を高めることが非常に重要な課題と
なっており、特に骨粗鬆症や、それに伴う骨折は、寝たきりにつながりや
すく、健康寿命を縮める大きな危険因子となります。骨に存在する多様な
骨格系細胞は、損傷に対する組織修復を担う幹細胞能をもつと考えられて
おりますが、その能力に限界はないのでしょうか？本セミナーでは骨格系
細胞の「疲弊」に着目し、特に骨髄間質細胞が組織修復後にどのような運
命を辿るのかを紹介し、損傷後の細胞動態を通じて、骨の恒常性維持や修
復機構の限界について議論します。


